
「新・相模原市支援教育推進プラン後期改定版（案）」に関する 
パブリックコメント手続の実施結果について 

 
１ 概要 
「新・相模原市支援教育推進プラン」は、平成２３年度から平成３１年度までの９年間

の本市における支援教育の基本的方向を示した計画です。 
支援教育を取り巻く環境の変化に対応していくため、前期・中期・後期と３か年ごとに

計画を策定しており、平成２９年度から平成３１年度までの３年間の計画を示した、「新・

相模原市支援教育推進プラン後期改定版（案）」をまとめました。 
この度、「新・相模原市支援教育推進プラン後期改定版（案）」を策定するに当たり、市

民の皆様からのご意見を募集いたしました。 
その結果、５人から２４件のご意見をいただきました。お寄せいただいたご意見につい

ての意見募集の概要、ご意見の内容及びご意見に対する本市の考え方を次のとおり公表し

ます。 
 なお、いただいたご意見につきましては、通級指導教室について一部内容を追加すべき

といったご意見や、教職員等への研修を充実すべきといったご意見があったことから、そ

れらのご意見を反映し、「新・相模原市支援教育推進プラン後期改定版（案）」を一部修正

するとともに、今後の取組に生かしてまいります。 
 
２ 意見募集の概要 
 ・募集期間  平成２８年１２月１５日（木）～平成２９年１月２３日（月） 
 ・募集方法  直接持参、郵送、ファクス、電子メール 
 ・周知方法  市ホームページ、学校教育課、各行政資料コーナー、各まちづくりセン

ター（城山・橋本・本庁地域・大野南まちづくりセンターを除く）、各出張

所、各公民館（青根・沢井公民館を除く）、各図書館、市立公文書館 
 
３ 結果 
（１）意見の提出方法 

   
 
 
 
 
 
 
 

意見数 ５人（２４）件 

内 

訳 

直接持参 ０人（ ０）件 
郵送 １人（ ５）件 

ファクス ０人（ ０）件 
電子メール  ４人（１９）件 

様 式 



 
（２）意見に対する本市の考え方の区分 

   ア：計画案等に意見を反映するもの 
   イ：意見の趣旨を踏まえて取組を推進するもの 
   ウ：今後の参考とするもの 
   エ：その他（今回の意見募集の趣旨・範囲と異なる意見など） 
 
（３）件数と本市の考え方の区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

項 目 件数 
市の考え方の区分 

ア イ ウ エ 

①  計画全体に関すること ５ ２ ０ ３ ０ 

②  基本方針１に関すること １０ ０ ６ ４ ０ 

③  基本方針２に関すること ３ ０ ３ ０ ０ 

④  基本方針３に関すること ５ １ １ ３ ０ 

⑤  その他意見に関すること １ １ ０ ０ ０ 

合 計 ２４ ４ １０ １０ ０ 



（４） 意見の内容及びご意見に対する本市の考え方 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

① 計画全体に関すること 
１ 発達障害児は６ページの図、７ペー

ジの説明で、「情緒面で支援が必要な

子ども」に含まれると思うが、３３

ページの用語解説に発達障害と情緒

障害の関係が明確に記載されておら

ず、サポートルームが発達障害児へ

の支援を行うとは、市民に読み取れ

ないのではないか。 

サポートルームは、対人関係やコミュ

ニケーションについての支援が必要

であり、学校生活に不適応を起してい

る児童及び生徒に対し、適切な教育の

機会を確保するために設置しており

ます。市としては「情緒面で支援が必

要な子ども」に、発達障害も含むもの

と考えております。 
 

ウ 
 

２ 図、説明、用語解説の「情緒」を「発

達・情緒」とする。 

３ 読み書き障害、算数障害を学習障害

として、学習面へのニーズに含める

べきと考える。６ページの図を「言

語・学習面で支援が必要な子ども」

に修正し、７ページの説明を「言語・

学習面で支援が必要な子ども」に修

正し、～学習内容を理解するために

～を、～会話や学習内容の理解、読

み書き等の支援のために～へと修正

する。また、【支援教育支援員による

支援】【特別支援学級での支援】の欄

に、【きこえとことばの教室での支

援】を追加する。 

学習面で支援が必要な子どもには、読

み書き障害等の言語面での学習障害

を含むものと考えております。 
また、学習面で支援が必要な子どもに

つきましては、通級指導教室（きこえ

とことばの教室）での支援も含まれる

ものと考えているため、ご意見を反映

し、表現を修正いたします。 
<修正箇所> 

↓

ア 

４ きこえとことばの教室についての言

及がほとんどないため、６ページの

図と７ページの説明の中に加える必

要があるのではないか。 
 



５ 教育的ニーズに応じた適切な支援や

共に学び共に育つインクル―ジョン

の理念とあるが、学校や保護者への

理解がされていないのではないか。

学校や保護者に中立的立場で提供で

きる部署があるとよい。 

学校や保護者への支援教育に係る情

報提供につきましては、教育委員会が

中心となって行っております。 
 

ウ 

② 基本方針１に関すること 
６ Ｍａｐ活用の実施率９２．７％とな

っているが、通常の学級においては、

「個別の指導計画」の作成はまだ十

分ではなく、実施率９２．７％は特

別支援学級の達成状況ではないかと

思われる。 

通常の学級、特別支援学級を問わず、

Mapを活用している「学校」の割合
を示しています。通常の学級での活用

については、施策の方向性に掲げてお

り、今後も引き続き学校へ作成の周知

を図ってまいります。 
 

ウ 
 

７ 特別支援学級とともに通常の学級で

の実施率を調査するべきではない

か。 

８ 個別の指導計画の関係機関の欄に通

級指導の有無を加える。また、各学

校で作成した指導プログラムに通級

指導教室が連携し、学期ごとに通級

指導報告を添付するような仕組みに

すればどうか。 

個別の指導計画につきましては、特別

支援学級用に作成しており、通級指導

の有無は記載しておりません。通級指

導報告の添付については、各学校の判

断に任せておりますが、報告書が活用

されるような仕組みを検討してまい

ります。 

イ 

９ 支援教育指導員の人員を拡充してほ

しい。 
後期の重点取組事項に、「支援教育指

導員による巡回相談の充実」を掲げて

おり、学校からの巡回相談のニーズに

応えられるよう、配置拡充の検討を進

めてまいります。 

イ 

１０ 「児童生徒一人ひとりの教育的ニー
ズによって、様々な学び方」との記

載があるが、その学びの場が、｢通常

の学級」か「特別支援学級｣の２つし

かないように思われてしまうのでは

ないか。｢通常の学級｣｢特別支援学

級｣｢通級指導教室(通級による指導）」
であることをしっかり明記するべ

全ての児童・生徒が支援を必要とする

ものとの考え方に立ち、一人ひとりの

教育的ニーズに応じた支援教育に取

り組むものとしております。様々な学

び方には、通常の学級・特別支援学

級・通級指導教室・県の特別支援学校

等の多様な学び場があると考えてお

り、インクル―ジョンの理念の下、教

ウ 



き。｢通級指導教室」の潜在的可能性

を活用し、地域の学校や関係機関と

の連携強化の機能を持たせていくこ

とも視野に入れていくべき。 
 

育的ニーズに応じた支援を進めてま

いります。 

１１ 基本方針１「支援教育の充実」の主
な施策に、「通級指導教室における支

援の充実」を追加してほしい。 

通級による指導につきましては、通常

の学級における支援の充実に含まれ

るものと考えております。 
ウ 

１２ 通級指導教室へのニーズも多様化し
ており、通級児の数は年々増加して

いるが、経験のある通級担当者が減

少しており、エキスパートが育ちに

くい状況となっている。 

通常の学級に在籍するLD・ADHD・
高機能自閉症等の児童・生徒を含め、

様々な教育的ニーズに適切に応じて

いくために、研修内容の充実や特別支

援学校のセンター的機能の役割の一

つである中学校等の教員に対する研

修協力機能を積極的に活用し、通級指

導教室担当者の専門性を高めてまい

ります。 

イ 

１３ 「特別支援学級における支援の充
実」として「様々な教育的ニーズに

応えられる研修の充実」があげられ

ているが、通級指導教室担当への研

修も加えてほしい。 
 

後期の重点取組事項に「総合学習セン

ター等における支援教育に係る研修

の充実」を掲げており、通級指導教室

担当を含む、管理職、教職員等への支

援教育の理解や校内支援体制に関す

る研修の充実に向け取り組んでまい

ります。 
 

イ 

１４ 「支援教育指導員による巡回相談の
充実」、「ユニバーサルデザインの視

点に基づいた学級づくりや授業づく

りに関する研修の充実」、「様々な教

育的ニーズに応えられる研修の充

実」の施策に賛成する。 
支援教育に携わるすべての教員が、

高いモチベーションを維持し、支援

に必要な研修を十分受けられるよ

う、総合学習センターでの研修の充

実を希望する。 
 



１５ 特別支援学級の先生だけでなく、通
常の学級の先生を含めて、成功や失

敗の事例等を情報共有する場があっ

てもよいのではないか。 
 

市立小・中学校は教育研究会を設置し

ており、支援教育に係る指導事例等が

情報共有できる場を設けております。 
 

イ 

③ 基本方針２に関すること 
１６ 「総合学習センター等における支援

教育にかかる研修の充実」、「相模原

市支援教育ネットワーク協議会の充

実」の施策に賛成する。市として支

援教育の充実を前面に出し、「相模原

市ネットワーク協議会」に強力なリ

ーダーシップを発揮していただきた

い。また、相模原市ネットワーク協

議会の「支援を必要とする児童・生

徒への教育的配慮や対応についての

助言」の機能が実質的に活用できる

ようにしてほしい。 
 

後期の重点取組事項に「相模原市ネッ

トワーク協議会の充実」を掲げてお

り、望ましい教育的対応や支援体制、

各関係機関の連携、合理的配慮の提供

等について専門的な視点から学校を

支援できるように取り組んでまいり

ます。 
 

イ 

１７ 通級指導教室の担当者が短い期間で
交代する傾向があり、経験の浅い新

任の担当者の基本研修やスキルアッ

プの研修が課題と考える。県の総合

教育センターで行われているような

｢通級指導教室担当教員研修講座｣

が、本市には制度の面で整備されて

いないのではないか。また、特別支

援学校教諭免許の認定講習なども通

常級の担任を含めて参加するように

各学校で積極的に呼びかけることも

大切だと思う。 
 

後期の重点取組事項に「総合学習セン

ター等における支援教育に係る研修

の充実」を掲げており、通級指導教室

担当を含む、管理職、教職員等への支

援教育の理解や校内支援体制に関す

る研修の充実に向け取り組んでまい

ります。 

 
イ 

１８ 「難聴・言語障害」という相当な専
門職であるにも関わらず、研修の機

会がない。 
 



④ 基本方針３に関すること 
１９ 重点取組事項で、「通級指導教室(サポ

ートルーム)の設置の検討」とあるが、
南区の小学校サポートルームについ

ては、検討ではなく開設を目標とし

てほしい。また、きこえとことばの

教室は、南区、緑区には２校あるが、

中央区には１校しかないため、中央

区に１校開設するように検討してほ

しい。 
 

通級指導教室(サポートルーム)の南
区での開設に向け取組を進めてまい

ります。ご意見を反映し、表現を修正

いたします。 
<修正箇所> 
通級指導教室(サポートルーム)の設
置の検討→通級指導教室(サポートル
ーム)の設置 
 
なお、通級指導教室(きこえとことば)
の今後の具体的な開設につきまして

は、効果的・効率的なものとなるよう、

時期や設置小学校について検討を進

めてまいります。 

ア 

２０ 「通級指導教室（サポートルーム）
の設置の検討」に賛成する。サポー

トルームの指導に必要な専門的な研

修は受けられないため、研修環境を

整えてほしい。サポートルーム担当

教員に適切な研修を保障し、人材を

育成することが必要だと考える。総

合学習センターで専門研修を受けら

れるようにしてほしい。 
 

後期の重点取組事項に「総合学習セン

ター等における支援教育に係る研修

の充実」を掲げており、通級指導教室

担当を含む、管理職、教職員等への支

援教育の理解や校内支援体制に関す

る研修の充実に向け取り組んでまい

ります。 
 
 
 
 
 

イ 

２１ 現在のサポートルームを担当する教
員は臨時的任用職員の割合が高いた

め、正規職員の割合を増やしてほし

い。 
 

通級指導教室(サポートルーム)の教
員の人数につきましては、本市の教員

配置の基準に基づいて決定しており、

児童・生徒数が不確定な場合は、臨時

的任用職員を配置しております。 
ウ 



 

２２ 支援教育コーディネーターが機能で
きていない学校があり、通常の学級

と特別支援学級の人員の配置方法に

課題があるのではないか。 
 

通常の学級と特別支援学級の教員の

人数につきましては、本市の教員配置

の基準に基づいて決定しており、担当

の教員は校長が学校の実情を考慮し

て、校内人事の中で調整しておりま

す。教育委員会におきましては、管理

職や教職員への支援教育の理解や校

内支援体制の構築に関する研修の充

実を図ってまいります。 
 

ウ 
２３ 通常の学級と特別支援学級の人員の

配置方法に課題があるのではない

か。また、人員数的に難しい部分や、

通常の学級と特別支援学級の連携が

不足しているのではないか。 
 

⑤ その他意見に関すること 
２４ ３３ページのサポートルームの用語

解説を、「発達や情緒に課題がある児

童・生徒が適切な指導を受ける場」

とする。 

サポートルームにつきましては、情緒

に課題のある児童・生徒だけでなく、

発達面で課題のある児童・生徒も通級

による指導を受けているため、ご意見

を反映し、修正いたします。 
 
<修正箇所> 
◇「サポートルーム」（市で定めた名

称） 
情緒に課題がある児童・生徒が適切な

指導を受ける場 
       ↓ 
◇「サポートルーム」（市で定めた名

称） 
発達や情緒に課題がある児童・生徒が

適切な指導を受ける場 
 
 

ア 


